
回生電力貯蔵装置導入支援制度の概要（Ｈ２２）

１．補助対象事業

鉄道車両から発生する回生電力を吸収し、その電力を利用するための回生電力貯蔵装置を

導入する事業であって、省エネルギー効果が高く、費用対効果等に優れており、ＣＯ2削減の

（NEDO 平成22年度エネルギー使用合理化事業者支援事業）

、 果 、費 果 、 2

効果が認められるもの。

２．申請資格者 鉄道事業者または軌道経営者

３．補助率 対象事業費の1/3以内（補助金の上限額： 5億円以内／事業）

４．事業のスキーム

５．スケジュール

◆ 国土交通省への認定申請期間

平成２２年３月２４日（水）～平成２２年４月２０（火）

◆ NEDOの公募期間（予定）

６．装置イメージ

平成２２年３月下旬～平成２２年４月下旬

(参 考) ＮＥＤＯホームページ
http://www.nedo.go.jp

(参 考) 国土交通省ホームページ

http://www.mlit.go.jp/report/press/tetsudo09_hh_000016.html


